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和 2022
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『第１回 進路希望調査に寄せられた質問』+『例年多く寄せられる質問』にお答えします。

Ｑ１.高校の学力基準を知りたいです。（同様の質問多数）

Ａ.これに関しては、個別への回答を基本とします。次のような観点から具体的にお答えできます。

公立高校･･･『入試当日どの程度の得点が必要か』『到達度試験でどれくらいの点数が合格の目安か』

私立高校･･･入試相談を実施する高校の場合は『内申点基準値や欠席日数等その他条件』、

入試相談を実施しない高校の場合は、公立高校と同様です。

※あくまでも、昨年度までの状況からの回答となります。特に『私立＝入試相談実施高校』の基準値につ

いては、前年度から変更になる場合もあります。（例年、９月頃までには確定し、発表されます。）

※個別対応が基本と書きました、生徒の皆さんも、保護者様もご遠慮なく個別に質問してください。具体

的に回答いたします。

Ｑ２.初めて受験生をもつ親です。何もわからず不安です。（同様の不安複数）

Ａ.本校では進路だより等を中心に、受験に関する情報提供を細かく丁寧に行なっていきますが、個人的に

ご質問やご相談がある場合でもその都度対応させていただきますので、ご遠慮なくお問合せいただきた

いと思っております。進路行事として保護者の方へ直接お伝えする機会は、６月と１０月に予定されて

いる『進路説明会』がありますので、是非ご参加いただけるようお願いいたします。また、学校でお子

様にお伝えする内容は、保護者様にも伝わっているという前提で進路事務を進めてまいりますので、学

校からの情報は、保護者様へも確実に伝わるように、また、お子様に配布する進路関係の配布物は、保

護者の方も必ず目を通していただけるようお願いいたします。

Ｑ３.調査書に記載できる「資格」はどのようなものですか？

Ａ.２学期以降に、「調査書に記載する内容（基準）の確認」または「記載してほしい内容の調査」を実施

します。また、進路説明会でも詳しく説明いたしますので、詳細はお待ちください。概要は次のとおり

です。記載できる内容としては「英検」「漢検」「数検」や「柔剣道の段級」、「書道の段級」など様々で

す。基本的にはご希望があるものは全て記載しますが、記載してもあまり意味のない場合もありますの

で、そういった場合は個別に相談させていただきます。また、学校外部で取得したものについては証明

する書類(ｺﾋﾟｰ)をご提示いただくことになります。

Ｑ４.今年度は、高校説明会や体験入学は開催されるでしょうか？

Ａ.新型コロナウィルス感染状況によるので、今の段階では何とも言えませんが、おそらく多くの高校で開

催される見込みです。一昨年は、大方中止またはオンラインによる開催へ変更等の措置がとられました。

昨年は、概ね実施されましたが人数制限等の措置がとられました。今年度は、今のところ開催を原則に

案内も届き始めています。人数制限（定員になり次第締切）等の可能性はありますので、早め、早めの

申し込みをおすすめします。

Ｑ５.高校説明会や体験入学の申し込み方法は？
『進路だより 第２号』に掲載のとおりですが、改めて確認させていただきます。

Ａ①.参加する場合、申し込みの方法は、主に３つのパターンとなります。

①予約が必要(1)･･･各自(自分)で申し込む。（Webが大半,TEL,FAX等も有り）※大半がこのパターンです。

②予約が必要(2)･･･志津中でまとめて申し込む（担任から連絡。申込POSTに投函。）※一部高校です。

③予約は不要･･････申し込みや連絡の必要がありません。

Ａ②.情報の提供および、情報収集の仕方は下記の３通りです。

①中学校に案内が来た場合は全て『廊下掲示』によってお知らせします。（申込は各自で行う）

②中学校を通して申し込む必要のある学校については、学級担任から直接連絡します。参加希望者は『参
加申込票』をＰＯＳＴ（昇降口設置）に投函してください。

③志津中に案内が来ない高校も多くあります。積極的にインターネットなどから情報を収集し、各自で

申し込みをしましょう。人数制限等ある場合も多いので、早めの申し込みをお勧めします。



Ｑ６.志津中学校区から通える範囲にはどんな高校がありますか？

Ａ.「進路だより第１号」で、昨年度卒業生の受験校一覧を掲載しています。参考になると思います。

Ｑ７.服飾科のある高校を知りたいです。（千葉県内）
Ａ.公立では「佐倉東高校：服飾デザイン科」の一校です。もう少し幅広く「家政科」であれば「千葉女子高

校」「八千代高校」「木更津東高校」「舘山総合高校」に設置されています。また、「科」ではありませんが、

九十九里高校には「普通科：服飾コース」があります。

私立では「茂原北陵高校：家政科」、「和洋国府台女子高校：普通科和洋コース」ぐらいでしょうか。

Ｑ８.看護師を目指していますが高校から看護科に行くか、高校は普通科でその後看護科
のある上級学校（大学等）を目指すべきか悩んでいます。

Ａ.一概には言えません。「現在の看護師になりたいという気持ちの強さ」等状況によって変わってくると思

うからです。一般論として回答すれば「将来看護師になりたいという気持ちが非常に強く、今後変わる可

能性が少ない」ならば、高校から看護科へ進むこともよいと思いますが、今後の成長過程の中で、「希望

が変わるかもしれない」と思うならば、高校卒業してから看護の道へ、でも決して遅くはありません。ち

なみに高校の看護科は、「３年制：私立に多い」と「５年生：公立に多い」の２種類あります。高校の場

合は５年間学ばないと「正看護師」の資格は取れません。３年間では「准看護師」までです。

Ｑ９.私立高校の『Web出願』が不安です。大丈夫でしょうか？

Ａ.結論は･･･大丈夫です。私自身もＩＴ（ネット関係）が大の苦手で、当初はとても不安でしたが、そん

なに難しいことではありません。万が一ご家庭にインターネット環境（パソコンやスマホ）が全くない

場合には、高校に直接出向いて出願の面倒をみてくれるようになっています。また中学校においても、

秋以降、Web出願に関する具体的な連絡をさせていただきますのでご心配なく。

ただし、私立高校のWeb出願は『個人でおこなう』ことが大原則になりますので、各自（本人、保護

者も含め）が出願方法や手順を十分に理解しておくことが必須です。

Ｑ10.私立高校の『メリット』『デメリット』を教えてください。

Ａ.個人による感覚の差もありますので、一概に申し上げるのは難しいですが、一般論として言えば。

メリット＝〇施設・設備の充実度が高い。〇公立に比べ特徴(力を入れていること等)を大きく打ち出し

ているケースが多い。〇入試相談制度を実施している私立高校は合格の目安を把握しやす

い。（安心して受験に臨める。） 〇早い段階で進路決定する。（１月中旬）

ﾃﾞﾒﾘｯﾄ ＝ 〇費用が高い。（就学支援制度などにより、公立との差は以前より少なくなっていますが。）

Ｑ11.私立高校の『入試相談制度』について教えてほしい。

Ａ.私立高校：入試相談(12月実施)は、千葉県の私立高校の９割以上で採用されています。基準値(内申点

や欠席日数など)が定められており、その条件を満たした場合は、合格の可能性が極めて高くなる制度です。

単願(第一希望)、併願(第二希望～)よって基準値は変わります。

Ｑ12.千葉県内私立高校で『入試相談』を実施していない高校はどこですか？

Ａ.昨年度は「成田」「昭和秀英」「渋谷幕張」「日大習志野」「千葉日大一」「専修大松戸」「市川」「麗澤」

「芝浦工大柏」が実施していません。

Ｑ13.中学校では「受験対策の模擬試験」を実施しますか？

Ａ.志津中では『到達度試験』という名称で５回（5月･9月･10月･11月･1月）実施します。この試験は『受

験校選択の資料』となるテストです。

Ｑ14.塾に行っていません。『Ｓ模擬』『Ｖ模擬』等、外部テストを受ける必要はありますか？

Ａ.模擬試験を受ける目的によると思います。受験校選択の資料とする目的ならば、中学校で５回、到達度

試験を受けるので、それで十分です。他の目的があれば受験してもよいと思います。

今回は、14の質問に対してお答えしました。個人的なことを多く含む質問は掲載は見送りました。担任の

先生や森まで質問をしてください。前述もしましたが、生徒の皆さんはもちろんですが、保護者様におかれ

ましても、お子様を通じて担任まで、またはお電話、ご来校等で森までお問い合わせいただくことも大歓迎

です。お待ちしております。最後にちょっと余談です。「受験」と書く場合と「受検」と書く場合があること

に気がついていましたか。一般的には「受験」という文字を使いますが。千葉県公立入試の場合は入学試験

を「学力検査」と呼んでいるので、表記としては「受検」という文字を使っています。




